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物  質  名 クロロプレン ＤＢ－10 

別  名 2-クロロ-1,3-ブタジエン、2-クロロブ
タジエン、ネオプレン 

構 造 式 

 

CAS番号 126-99-8 
PRTR番号 － 
化審法番号 2-126 
分子式 C4H5Cl 分子量 88.54 
沸点 59.4℃ 1)  融点 －130℃ 1)  
蒸気圧 2.16×102 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 3.62 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.53（推定値）3) 水溶性 8.75×102 mg/L（25℃、推定値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 146 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 450 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 2,300 mg/m3 (2hr) 5)  
 マウス 吸入 LC50 1,600 mg/m3 5)  
 ラット 吸入 LC50 11,800 mg/m3 (4hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、18、43、116、290、724 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、
116 mg/m3以上の群の雄及び 724 mg/m3群の雌で ALP尿がみられ、116 mg/m3以上の群の雌及び

290 mg/m3以上の群の雄で鼻腔の嗅上皮の変性の発生率の増加、290 mg/m3以上の群の雌及び 724 
mg/m3 群の雄で腎臓重量の増加、724 mg/m3 群の雌雄の肝臓でヘモジデリン沈着の発生率の増

加、肝臓の非タンパク質性 SH 基濃度の低下、雌で肝小葉中心部の肝細胞壊死の発生率の増加
に有意差を認めた。また、724 mg/m3群の雌雄で正球性非反応性貧血もみられた 6, 7) 。この結果

から、NOAELを 43 mg/m3（ばく露状況で補正：7.7 mg/m3）とする。 
・ラットに 0、46、116、290 mg/m3を 2年間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、46 mg/m3以

上の群の雌雄で肺胞上皮の過形成、46 mg/m3以上の群の雄及び 116 mg/m3以上の群の雌で鼻腔

の嗅上皮の萎縮、壊死、116 mg/m3以上の雌雄で鼻腔の嗅上皮の基底細胞過形成、化生の発生率

の有意な増加を認めた。また、46 mg/m3以上の雄で濃度に依存した生存率の低下傾向を認め、

116 mg/m3以上の群では有意な低下を認めた 6) 。この結果から、LOAELを 46 mg/m3（ばく露状

況で補正：8.2 mg/m3）とする。 
・マウスに 0、46、116、290 mg/m3を 2年間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、46 mg/m3以

上の群の雌及び 116 mg/m3以上の群の雄で生存率の有意な低下を認めた。また、46 mg/m3以上

の群の雌雄で細気管支の過形成、46 mg/m3以上の群の雌及び 290 mg/m3群の雄で肺の組織球細

胞浸潤、290 mg/m3群の雌雄の前胃で上皮過形成、鼻腔の嗅上皮の過形成の発生率の有意な増加

を認めた 6)。この結果から、LOAELを 46 mg/m3（ばく露状況で補正：8.2 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、100 mg/kg/dayを妊娠 17日に強制経口投与し、対照群の出生仔にはオリーブ油、100 
mg/kg/day群の出生仔に 50 mg/kg/weekを120週間強制経口投与して腫瘍の発生を調べた試験で、
投与群の母ラットの体重、同腹仔数、出生仔の生存率、体重に影響はなかったが、投与後 23～
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25週、80～90週で死亡した出生仔ではそれぞれ肺、腎臓で重度のうっ血、肝臓で多発性の壊死
がみられた 8) 。 

・F0世代のラットに 0、36、119、360 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入させた後に無処
置のラットと交尾させ、得られた F1世代に同様の濃度を 10 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入さ
せた結果、F0世代の 360 mg/m3群、F1世代の 119 mg/m3以上の群で体重増加の抑制がみられた

が、受胎能、同腹胎仔数、出生仔の生存率等への影響はみられなかった  9)。この結果から、F0

世代の NOAELを 119 mg/m3（ばく露補正：21 mg/m3）、F1世代の NOAELを 36 mg/m3（ばく露

補正：6.4 mg/m3）とする。 
・雄ラットに 0、91 mg/m3を 22日間（4時間/日）吸入させて、その後、無処置の雌と交尾させた
結果、91 mg/m3群で受胎能、同腹仔数、出生仔の生存率への影響はなかった 10) 。 

・ラットに 0、4、36、91 mg/m3を妊娠 3日から 20日まで吸入（4時間/日）させた結果、ばく露
群の胎仔でばく露に関連した内臓系、骨格系の奇形はみられなかった 10) 。 

・ラットに 0、18、43、116、290、724 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、
724 mg/m3群の雄で精子の運動性の低下を認めた。ばく露群で性周期の変化はなかった 6)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激する。眼に入ると発赤、痛み、角膜損傷、皮膚に付くと発赤、痛み、経

口摂取や吸入すると咳、めまい、頭痛、咽頭痛、胸部痛、嗜眠、意識喪失を生じる。中枢神経

系、腎臓、肝臓に影響を与えることがある。許容濃度をはるかに超えると、死に至ることがあ

る。反復または長期の皮膚への接触により、皮膚炎を起こすことがある。脱毛することがあ

る 11) 。 
・本物質の重合施設の労働者を対象として血液や生化学パラメータを調査した結果、過去または

現在、本物質のばく露を受けたことのある労働者 563人と対照群 283人の間で、違いは認めら
れなかった 12) 。 

・本物質を主成分とする加熱されたゴムにばく露した労働者の呼吸器疾患として、呼吸困難と喘

鳴を伴う急性感作性の疾患、好酸球増多を伴う肺浸潤が一部の労働者でみられ、一人で気管支

炎の再発を伴う慢性閉塞性気道疾患がみられた 13)。 
・本物質にばく露した男性労働者 143人（対照群 118人）を対象とした生殖機能等の調査で、ば
く露群の精子機能の低下、精子の形態異常の発生率の増加、配偶者の自然流産の発生率の増加

があったとする報告 14) があるが、ばく露状況や調査方法の詳細が不明である。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2B 15) 
実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない 

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 16) TLV-TWA 10 ppm（36 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
吸入ばく露については、ラット、マウスの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 46 mg/m3（ラ

ットで肺胞上皮過形成など、マウスで細気管支の過形成など）を採用し、ばく露状況で補正して
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8.2 mg/m3とし、LOAELであることから 10で除した 0.82 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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